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ふくしま自民党 検  索HP一新しました！

 9月県議会 定例会    9月10日（木）～
 10月  7日（水）

会
期

　現議員の任期中最後となる9月定例会は、9月10日から10月7日までの日程で開会
され、平成27年度一般会計補正予算や、条例など49件の議案を可決いたしました。自民
党議員会からは代表質問1名、一般質問4名が登壇し、大震災から4年半が経過し、直面
する当面の課題や緊急に措置すべき案件について、熱のこもった議論が繰り広げられま
した。一般会計補正予算の主な内容については以下の通りです。

〈主な内容〉
•英国UCLと本県の学生との交流や海外への情報発信に要する経費（約1,130万円）
•会津大学の学生が地域企業等と一体となって課題解決に取り組み、地域を支える人材
を育成するための経費（約2,920万円）
•避難者の帰還支援のため、応急仮設住宅等から県内の自宅等への移転費用を補助する
ための経費（3億7,600万円）
•復興公営住宅の整備を促進するための経費（約52億9,900万円）
•大熊町、双葉町における追加インターチェンジの整備を支援するための経費（3億6,000万円）
•ソフトコンテンツを活用した交流人口拡大のための仕組みづくりに要する経費（約2,730万円）
•保健医療従事者の養成施設整備に向けた基本構想等の策定に要する経費（約1,490万円）
•中小企業の経営安定や被災事業者の事業再建を総合的に支援するための経費（約5,440万円）
•平成27年9月関東・東北豪雨による災害に迅速に対応するための経費（13億7,400万円）

自民党議員会が主導で
可決した意見書
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重要な議案を審議しました。
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○平成27年度一般会計補正予算（174億7,300万円）

●東京電力福島第一原子力発電所事故の早期収束と東京
電力福島第二原子力発電所の全基廃炉を求める意見書

　自民党議員会は、9月14日、現地調査や地域住民のご意見を踏
まえ、下記の事項について、内堀知事へ申し入れを行いました。

●地域住民の安全・安心の確保と二次災害への対応強化

●被害状況の早急な把握と市町村等関係機関との連携強化

●道路、土砂崩れ、河川等を始めとするライフラインの早
期復旧

●住宅被害など被災者に対する生活再建のための支援強化

●稲や野菜等を始めとする生産農家に対しての技術指
導や事業再開に向けての支援の強化

●農地・林道・農業用施設被害の迅速な調査と災害復旧
事業等による確実な対応

代表質問（平成27年9月14日）
　自民党議員会を代表して、佐藤金正議員（伊達市・
伊達郡選出、3期）が登壇し、内堀雅雄県知事に対し
て、「風評・風化対策」、「中間貯蔵施設」、「再生可能エ
ネルギーの推進」「危機対応力の強化」など喫緊の諸
課題について代表質問を行いました。

　国土交通省の太田昭宏大臣は9月8日の参議院国土交通委員会で、いわき中
央ICから岩沼ICの暫定2車線区間について、4車線化に向けた取り組みを進め
る考えを明らかにしました。
　常磐自動車道の4車線化は浜通り地方の経済活性化や発展のために、東日本
大震災前から、自民党議員会が継続して要望してきており、震災後も避難地域住
民の帰還の加速化の観点から強く求めていました。
　自民党議員会は、今後とも4車線化の早期整備完了に向けて、強く働きかけて
まいります。

　自民党議員会は、9月9日から降り続いた豪雨により県内各地で土砂崩れ
などの被害が相次いだことを受け、ただちに豪雨災害対策本部（本部長、杉
山純一幹事長）を立ち上げ、伊達市霊山町石田地区と南会津町舘岩地区の災
害現場を調査しました。
　伊達市の現場は、国道115号が石田川沿いに走っているところ
でありましたが、増水した川の影響で道路が完全に流失していまし
た。（なお、9月17日には片側交互通行で一部規制解除）
　また、南会津町の現場も国道352号が舘岩川に沿って走ってい
るところでありましたが、電柱がなぎ倒されていたほか、道路が完
全にえぐられて流失していました。（なお、9月13日には片側交互
通行で一部規制解除）
　自民党議員会は、県内各地の被害状況の早期把握に努めるとと
もに、一刻も早い全面復旧に向けて全力で取り組んでまいります。

要望し続けてきた常磐自動車道の
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早期復旧等を知事に申し入れ！！

▲地域住民から被害状況の説明を受ける議員会役員ら

▲南会津町の災害現場 ▲伊達市の災害現場

豪雨災害現地調査（9月11日）


